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部を非磁性La原子で置換した Gdo.9Lao.1Cd中の CdNMRを観測し、 NMRスペクトルが主共鳴線
の怪居波数舗に弱い satellite線をもつこと、これが最欝接 Gd位置に 1個の Laをもっ Cd接の






にした。また、 1sIn, 121 Sbおよび209BiNMR罵波数の磁場依存性から、 sp不純物のHhrの符号が
負であることを示した。 4sp、5sp不純物殺の Hhtiま、不純物原子の億電子数zi(Cu : zi= 1 , 
As: Zi = 5）の増加とともに zi= 2で負の極大檀を示した後、減少する。また 6sp不純物では、
Hhtはこれよりも少し早く減少し始める。 sp不親物核の Hhft:，不純物の s的伝導電子（s錨電子）
のスピン分極によるフェルミ接触磁場であると考えられる。不純物の自由原子状態での 1個のお
髄電子がつくる超徴縮磁場Hnsを用いると、このスピン分極の大きさは Pe=Hhf/Hnsと表される。
各 Sp不純物とも、 ziiJ~ 1から 5まで増加するとき、 Peは－0.05から－0.02まで単読に減少するこ




Fe, Ni母体の sp不純物核の Hhrは、 ziとともに zi= 4付近でその特号が負から正に変わるc
この系統的変化は、金森、赤井等によって不純物のs錨電子状態と母体の3d電子状態の混成に起
因するものとして説明された。希土類金属では、磁性4f電子はイオン内に局在しており、磁気的
相互作用は 5d伝導電子を媒介として行われると考えられている。 GdZn(Cd）中の sp不純物の
Hhrは、母体の4f電子によって分極した 5d電子と不純物の s価電子状態の混成を考えることに






( 3) 3 d遷移元素不純物の超微細磁場
3 d不純物の Hhtは、 3d周期のはじめ（Sc）と終り（Ni）の付近では負であり、 sp不純物の
Hhrと同程度の大きさを示す。しかし、 3d居期の中央討近ではその傾向から大きくずれ、 Hhrは
強磁性希土類化合物GdZnおよびGdCd中の不純物の超雛縮磁場 257 
Mnでは正の大きい笹をとり、 Feではほとんど0となる。これは hむしれの場合には、 s鏑電子の
分極による磁場Heeiこ不純物の局在磁気モーメントによる磁場H1ocが付け加わるためである。 3d 
不純物のs錨電子のスピン分極PeがCuでの値に等しいと仮定して、各不純物核の Heeを評髄し、





多くの 4d, 5 d金屠が高融点をもつため、良費な試料の作成が困難であること、 4d' 5 d閤
期の中央付近の不純物では予想されるNMR馬波数が抵いこと等の理由により、 4d (Y, Nb，まh,
Pd）および5d (Ta, Ir）の各不純物についてのみ Hhtを測定することができた。 Gd中の 4d' 
5 d不純物の HhrはBrewer-Wehmeierによって溺定されており、局在磁気モーメントの存在によ




Luでは sp不純物同様の伝導電子の分極磁場が主成因であり、 Gd, Euではこれに 4f磁気モーメ
ントによる Hiocが付け加わるc Hhrの大きさは数百 kOeであり、 spおよびd不純物の Hhfと間程変







不純物の Hhtを主に N説衰の方法を用いて測定した。 sp元素不純物の Hhfは負であり、ほほ不純物
の髄電子数の増加とともに減少する。この磁場は、母体のスピン分撞した 5d軌道と不純物の s軌
道の罷或に起因している。 d元素不純物では、これに局在磁気モーメントによる局所磁場が付け加
わる。これらの結果は、 Fe, Ni中の不縄物の Hhtについての金森、赤井等の理論において、 3d 
軌道の代わりに 5d軌道を考えることにより定性的に説明できるO
